










1.経口ブドウ糖負荷試験の位置づけ

経口ブドウ糖負荷試験は耐糖能の検査であって、正しく実施され正しく判定

されるならば耐糖能をかなり正確に評価できる。なかんずく尿糖陽性者・肥満

者・糖尿病家系者など、糖尿病の可能性のある被検児に対してその存否を判定

するために行うべき第一選択の検査である。しかしながら糖尿病の診断は家族

歴、臨床所見、他の検査所見(iusulin 分泌能検査・トルブタマイド試験など)

および臨床経過などをも含めて総合的に下されるものであって、経口ブドウ糖

負荷試験の検査成績を評価したあとの被検児の取扱いかたには、後述するよう

に細心の注意か必要てある。


